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論理要

内 容 梗 概

は多数個が縦続接続Lて使用されるので,最終段まで論理動作が.-【t三しく行われるためには単体の粕

性に限界が存在する｡この点を考慮して考案したバイアス形,エミッタ結合形および差動形論理要素の,温度

影響,負荷影響,回路構成などについて検討した｡実験の結児一般形に比しバイアス形,エミッタ結合形は安

定な特性をもち,

っている｡

1.緒

従来,工業用の制御素子として

動形ほ高い精度をもつことがわかった｡ともに工業応用の制御素子として十分な性能をも

号の開閉に,主として継電器が

用いられている｡しかしながら継電器は接点という可動部分,消耗

部分をもつので掛命に限度があり,保守を必要とするため,班川ひ

ん度が高く引火の危険のある場所などには,抜ノ∴くをもたない継電照

が望まれる｡

このような要望に対し,われわれはすでに磁気増幅器式のヒタロ

グ(1)を開発したが,より高速度と複雑な要 の組合せが要求される

ものに対し,独白のトランジスタ式の論理要素(トラソジログ)を

試作,検討した｡これはディジタル制御装置などに多数使用されて

いる(2)｡

論理要 を使用する場合,多数個を縦続接続して用いるので,最

終段要素が論理動作を誤らないためには,要素単体の特性の変動が

限定される｡本稿では,この使用限界を示し,工 応用を目的とし

て温度,負荷,回路構成などを考慮したバイアス形,

形および差動形論理要素の構成,性能について述べ,

形の論理要 との性能を比較する｡

エミック結合

これらと一般

2.論理要素と継電器との対応性

論理要素の動作方式にはダイナミック方式とスタチック方式が烏

り,また制御方式にほ1看り胡式と非l相聞式が考えられる｡電了･計算機

用としては,これら種々の方式が使用されるが,】_二 用にほ応用面

の性質上,ダイナミック方式,同湖式は適当でない｡またそれらほ

電源や制御回路が複雑,高低となる｡したがって⊥ 用にほ非同プ~削

式のスタチック方式が適当と考えられる｡要素にほ特性の安定性,

マージンなどに対し,抵抗,ダイオード,トランジスタを川いた[リj

路方式がすぐれている｡特にトランジスタほ低インピーダンスl司路

を構成しやすく,理想的なスイッチング特性をもち,高能率,低電

圧動作,低温度上昇,小形,長

をもっている｡

一種の能動的スイッチ要

の基本｣司路を弟1図に示す｡

命,高信鰍l生など,いくたの相良

としてのトランジスタ･スイッチ要素

策1図ほエミッタ接地のC級増幅器に

相当する｡この回路で,ベース電流J月をパラノ一夕として,コレ

クタ電圧対コレクタ電流特性(Ec-ん特性)7左了示すと弟2図のよう

になる｡この特性曲線上,横軸に電

た垂線に対しtan▲1月ム

く｡ここで動作領域を

る｡

(1)

電址Eぷをとり,｣‰に立て

の角度をもつコレクタ負荷直線且J云を引

断領域,活性領域,飽和領域にわけて考え

断領域 エミッタ･コレクタ両 合に逆電圧が印加さ

れた状態で,普通数100kn以上の高インピーダンスをホす｡こ
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第1図 スイッチ要素の基本回路
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れは弟2図において動作点がA(&(メ,ん′)の場介であり,弟3図

に示す継電器のOFF状態に対応する｡

(2)活性領域 エミッタ接合に順,コレクタ接合に
仁一二}

l且 圧が

印加された状態で,第2図のA月の粗描である｡この状態では動

作がほぼ線形で腐るが,温度,相生のばらつきによる変動が非常

(･こ大きい｡

(3)飽和領域 エミッタ･コレクタ両接合に順電圧が印加さ
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第4図 スイッチ要素の入出力特性
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理 要 素 の 研 究

第1表 一般形寸ランジスタ論理要素と継′■封可路

861

養本

要素

[ヨ 路 方 式 冷 Ⅰ里 動 作 表 示

一般形論王空要素 払 雷 回 路 諭工賃浦賀 演算記号 回路記弓 宍伯 東
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れた状態で,普通数10-､数百nの低インピーダンスをホす｡弟

2図において動rl三点がβ(E｡5,J(･方)の場合であり,舞3図の継電

器のON状態甚対応する｡

スイッチ動作とは∫βを急激に変化させて活性領域を

飽和領域ご 新領域に励rF点を変化させることで,継電器の ON一

OFFに対応した動作を実現する｡

弟l図の回路の月βに対するEcの関係を求めたのが弟4図であ

る｡弟4図において,入力電J一仁ββを論理変数ズ,出力電圧E｡を

論理変数Zに対応させると次のような論理

′
.＼､…

-"ほ否定の論理関係を意味し,

となる｡

電器のブレーク接点(b接点

ともいう)動rI~;に対応する｡一般の基本論理要素と継電回路の対応

を弟l表に示す｡

3.論考聖要素に要求される特性(直流安定動作限界)

トランジスタを論理要素として使用する場合,入出力特性ほ,た

とえばNOT 素では策4図のようになる｡この要素を無限に縦坑

接続した場合,最終段論理要素が論理動作を訳らないためにほ,個

々の要素の入出力特性がいかにあるべきかを考察する｡

入出力特性において問題となるのは,第5図に示すようにOFF

レベルおよびONレベルの変動,および両レベル間のスイッチング

部分の変動である｡,この変動の要困はトラソジスク相生および抵抗

のばらつき,周囲温度,負荷,回路構成,電源電圧などである｡し

かるに特性各部の変化が電圧変化に比例しているならば,要素を縦

続接続した場合論理動作として誤りを生ずることにはならないの
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で,一応`電渥電圧以外の要因を問題にすればよいことになる｡

これら問題とする要因により入出力特性が変動する場合,OFFレ

ベルニーbよびONレベルの変動簡囲を第5図に示すようにAおよぴC

とL,スイッチング部分の変動範囲をBとすると,継続接俄により

論判鳩州;を誤らないためには,弟5図の斜線部分内に入出力特性が

入ってはならないし,その理由は次のようである｡

(1)最大OFF人プ｣のときの出力電圧Eolが斜線のrPに入るが,

ノl迂小ON入力のときの出力電圧且02が斜線の巾に入らない場合は

次ぺのようになる｡

β01くA+且‥

すなわち,出力がONレベルの許容値以下になる｡

(3)且02が斜線の申に入るが且01が斜線の申に入らない場合は

次式のようになる｡

Eo2>A

すなわち,出力がOFFレベルの許容値以上になる｡

(3)Eol,gO2ともに斜線1月に入る場合は,それぞれ(2)式,(3)

式となり,Lたがって必ず利得が1以【~Fとなるので信畑は減衰す

る｡

4.一般形,バイアス形,エミッタ結合形論理要素

4.1各形の比較

一般形論理要素の恒1路例はすでに策】表に示した｡第l表の回路

ではあとで示すように,柑こ温度変化に対しOFFレベル,ONレベ

ルおよびスイッチソグ部分の特性の変動が大きい｡したがって,あ

らかじめ/iえられた仕様に対し十分な性能でない｡上記変動のうち

OFFレベル,ONレベルの変動をなくする目的でバイアス形を試作

した｡これはバイアス電圧によりコレクタ 流を小さくしたも
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第2表 バイアス形論理要素
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要素
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第4表 真 値

第3蓑 エミッタ結合形論理要素

盈.本

巽東
エ三ック兼吉ノ含刀工諭i空要素
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十
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Z

′

まま

託:幅
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第5表 差動形論理要素の分類

JEl/くJE2Jのときgo≡goo

IEIL>｣g2Jのとき且0≡E01
とする

ので,その接続図を弟2表に示す｡また上記変動を改善するため,

トランジスタ回路を2段接 し,エミッタを共通にしてアースとの

間に抵抗を入れたエミッタ結合形論理要素を考案した(3)｡

この回路は,OFFあるいはONの状態で,第1段,第2段のい

ずれか一方のトランジスタが飽和状態にある｡ゆえにェ

が生じ

は

､
｢
ヽエの態状断

ッタ電圧

ッタ接合に逆電圧がかかるので,コレクタ

断電流をきわめて小さくすることができる｡スイッチング部分で

断状態と飽和状態に近い部分で負帰還がかかり特性を安定化

し,特性の中央部では正帰還がかかり利得を大にする｡以上により

(1)OFFレベルおよぴONレベルの変動をなくする

(2)スイッチング部分の特性の利得をあげる

(3)スイッチング部分の特性の変動を小さくする
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第43巻 第7号

第6表 差動形論理要素
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図 /7 参 照

ガ月1,斤月3:ベース回路抵抗

βββ1,尺月g2:ベース･アース聞抵抗

〟cl,斤c2:コレクタ負荷抵抗

点上:エミッタ回路板抗

,だg:
E富

J∴

rl,T2

電源電｢E

入力竃旺

=力電JE

トラソジスタ

箱6図 エミッタ結合形論理要素の恭本回路

という効果によi),論理動作に対する特性の性能を高めることがで

きる｡

4.2 エミッタ結合形論葦聖要素の原葦翌と!哩論

エミッタ結合形論理要素の基本的な接続図を弟d図に示す｡第1

段および第2段回路個々の入出力特性が圭かっていると,第1段入

力に対する第2段出力特性を弟7図のように図式的に求めることが

できる｡図には同時にエミッタ電圧の変化を示した｡図において,

El且2をスイッチング前期,E2且3をスイッチング中期,且3月-4をス

イッチング後期と名づけ,0月■1をOFF期間,E4β5をON期間と

名づける｡

弟d図の回路について,エミッタ 圧を一定と仮定し,スイッチ

ング期間,OFF期間,ON期間に分け,さらにスイッチング期間を

前期,中期,後期に分けて計算した結果は次のようである｡
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第7図 入 出 力 特性 の 作 図

(1)第1段入力電圧対出力電圧特性

第1段トランジスタが 断状態から活性状態になり始める入力

電圧Ei｡および活性状態から飽和状態になる入力電圧且£ざはそれ

ぞれ次のようになる｡

駄=専+
β吏ぶ=
Fヾ

Gl

ここに E月=且9

+E乞｡

机･

Jりい人,Jご

八一J･人●′･Jlい

〟.･

+〃ββ

J∴

斤c+尺エ j弘一E且-〝cβぶ

〟/､･

粘+ガc+γcβぶ
/ご/･J∴

兄上=

β=

ト

1-α

(1+β)凡㌃私用

(1+β)ガガ+凡柑

乃=負荷数,作Eぶ:コレクタ抵抗(飽和時)

町柑=ベース･エ ッタ間電圧

..(4)

OFF状態およびON状態の第1段トランジスタのコレクタ電圧

をそれぞれ且0▲Sおよびgocとすると次のようになる｡

Eo.弓=且9

且裾=且9

粘+作〃g

ガc十月方+γcgぶ

点上

月c十月エ 一(1+β)んβ0助

以上の結果をグラフに表したのが弟8図である｡

(4),(5)式の関係より電源電圧Eβ,トランジスタ定数ん月｡,

どJご どょ'∫

g官｡:スイッチング開始入力電圧

Eoc:スイッチング開始Ⅲ力電円三

gまぶ:スイッチソグ終了入ソJ電Jt三

go£:スイッチソグ終γ出力一義圧三

E豆:人力電[[

Eの:川力電圧

Gl:利 得

第8図 第1段入力対 出 力 特性
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〃β〃,α,γcgざ,びc〟β あるいは負荷凡Lなどの変動に対する年制生の

変動が計算できる｡たとえば温度変化による特性の変動は次のよう

になる｡

｣J∴

｣J･.

｣/こ-､ ｣J∴､

｣7､! ｣丁'.

｣/∴ご

｣r.･
≒0

･JJ∴･､

ただし

｣r.･

｣り

｣r､.

)藷一尺β

(1+β)馳
｣Jり..,

車型
｣Tこ∫

ゆえに加β方/drαと』Jc朗′/』rαとを求めておけば,回路定数のい

かんにかかわらず特性変動が計算できる｡

また利得Glの変動は(4)式より次のように書ける｡

｣(1∴ ∂′岬エ,〝c方ぶ)｣/l●J､ ∂′(帰
∂点上 ∂クcgぶ

特性変動の要因として,温度以外に負荷および第1段トランジス

タ回路の接続がある｡たとえばエ個の負荷,〝入力0月回路,Ⅳ入

力AⅣD回路ではそれぞれ次のようになる｡

』私=(1-エ)ガム 1好ム=(1-エ)ガム

血｡gぶ(｡叶去)〝｡βぶl加cββ(AⅣか)=(1-Ⅳ)〝｡βざ

以上(4)～(8)式の関係は第2段入力電圧対出力 圧についても

まったく同様にあてはまるのでサフィツスの数字を省略Lた｡

(2)第1段入力対第2段出力電圧特性

(4),(5)式の場合と同様の手法により,葬る図の回路の入出力

特性を表わす関係式は次のようになる｡

駄2=〔叫+蓋)+
=動{}+

且ま(ご2=E｡ぶ2+

且0βz=且9

且oc2=且9

卑し
G

鮎+町方ぶ

助+点g+町方ぶ

点エ

/l-･･.〟/
(1+β)んβ0&r

虐=梵E

ここに G=C12

(9)式をグラフに表わLたのが弟9図である｡(9)式について

も(6),(7)式と同 にして,温度変動,負荷変動,接続による特

性変動などが計算できる｡

以上の説明ではエミッタ電圧鮎が一定であると仮定したが,一

般の場合前述したように且gはスイッチング期間において変化し,

左り ムーら

麒購:スイッチング開始八方i･E圧

g｡言2:スイッチング開始出力■■豆J工

凡湘:スイッチング終了人力電fE

g｡e公:スイッチング終了出力■電圧

&:入力電圧

/∴:∴ :_

C:利 得

第9図 第1段入力対第2段出力特性



864 昭和36年7月 日

第10図 第6図のブロック緑園

このため利得がEガを一定した場合とは異なってくる｡弄る図の回

路について,各部の信号をブロック線図で苦くと,スイッチング中

親では弟10図のようになる｡策10図において叫,α2,んβ01,ん月02

およびび月別,〃β即を省略した場合,入出力電圧に対する伝達関数は

次のようになる｡

lγ=
A

1-A月+C

ここに A=β1β2

β=
人■J

(助1+尺g)助2
〟J･1〟Jごご

JJ.･ご

C=β1鮎(
1 1

尺別
■

凡聞1
+β2月ガ

1 1

月月2'属月β2

明らかにスイッチング中期では正帰還がかかるので,利得が増大

することがわかる｡またスイッチング前期および後期ではβ2=0と

考えて次の結果が得られる｡

ll■■
Al

1+Alβ1+Cl

ここに Al=β1

β1=

&∵1+皮〟

/､一J.

八一･･

凡71+属七

Cl=β1
点ガ

風聞1

この結果より明らかに負帰還がかかっていることがわかる｡

以上,一般形に対応したエミッタ結合形論理要素を弟3表に示

す｡

5.差動形論理要素

エミッタ結合形論理要素は信号レベルが高くとりやすく,一般形

に比して温度影響は少ない｡しかし温度影響,トランジスタ特性の

ばらつき,回路構成,負荷影響あるいは経年変化などを総合して考

えると,ディジタル回路用としてはすぐれているが要素の特性変動

をある程度以下に小さくすることは困難である｡差動形論理要素は

これらの点を解決するため,差動回路の特性が二つの入力電圧のみ

によりほとんど定まることに注目し,その特性のたくみな利用によ

り,これを論理要素に応用Lたものである｡これにより後述するよ

うに,きわめて精度の高い遅延要素を作ることを可能にしている｡

5.1基本要素の原葦聖

基本となる差動回路の接続図を弟】l図(A)に,その記号表示を

24
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(B) 記

第11図 差動形論理要素の基本回路

ズニ♂ ､

第12巨岩1入山力特性の論理変数表示

(B)に示す｡弟】l図の回路において比較電圧g2をパラメータにと

り,被比較電圧且1と出力電圧Eoの関係をグラフに表わすと弟12

図となる｡舞11図(B)において次の関係を満足するものとする｡

一旦llくrE2jのときEo三Eoo

IEll>lE21のときEo…Eol ..(12)

とすればIEoolく:■Eoll.
‥(13)

ここで第】2図においてEl,且2および且0の論理変数表示を次の

ように規定する｡

El=ElO(>0)

El=Ell(く0)

E2=E20(≒0)

β2=且20(<0)

且0=且00(≒0)

Eo=Eol(<0)

のときズ=0

のとき ズ=1

のとき y=0

のとき y=1

のとき Z=0

のとき Z=1

以上のように規定すれば論理変数ズ,yおよびZの問には弟4表

に示す真値表の関係がある｡

この関係を論理式で表わすと次のようになる｡

Z=ズ●y

これは差動回路をインヒピッl､回路として用いることができるこ

とを意味する(4)｡

この基本回路において,常にy=0とすると

Z=ズ....

となり信号整形要素またはバッファ要素として川いることができ

る｡

また常にy=0としてズ入力を犯人力のOR回路とすると

Z=ズ1+ズ2+……………+ズれ (17)



ン ジ

〟♂′/ 〝♂わ

第13図 一般形記憶要素の論理
記号表示

理 要 素 の

′′竹シソ乱/7~

第14岡 差勤形記憶要素の

論理記号表示

微分回路

飽和回路

正帰還回路

INH:イソヒビット要素

a～e:端子

(A)遅延要素の構成

が

〆

l I ■ /トー
l ,

∩

`: 童
】

l

l
l

I i
l

I

古=β

第16図

∴
∵
い

となりOR要素となる｡

y入力にNOT要

と=乙β

-8寺 問 r乙)

遅延時間

放電l時間

遅

a～e 端子の波形

延 要 素 の 動 作 原.哩

をそう入すると

Z=ズ.y=ズ.y
‥(18)

となりAND要素となる｡

舞11図においてズとyと入れ替えると弟】2図の入出力関取まま

ったく迎になF),次のようになる.

且001>†且01r

この観点から前述の論理式(15)､(18)と
日=.P

の定香

ノ
.
＼たつま

れる〕これらの関係をまとガ)て弟5表にあけるし,

以上で論理要

865

第15図 差 動 素要憶-L
二一一じ

形

l

l

廿

】l

憶要

男厘動 回 路 帝曾回路 飽 和 回 路 インヒビット要素

第17図 遅延要素の接続図(駆動回路を含む)

および遅延要素を作ることができる｡

5.2 記憶要素の原蟄(5)

舞】3図は従来の記憶要素たとえばフリッナ,ソロツゾI山路の論

理言己号表示でNOTl要素の出力は次のようになるい

ズ十Z

この信号とyがOR2要素,NOT2要

論埋式が成立する｡

む通りZとなるので次の

Z=ズ+Z+y…………………………………………(20)

(20)式ほブール代数を用いて,次のように変形できるu

Z=(ズ+Z)･ア………………………………………(2り

この関係を論理回路で わすと第14図のようになる｡第14図に

基いて,特に温度特性に留意L-て構成した記憶要素を策15図にホ

す｡ズがセット端子,yがリセット端子で,抵抗ガ′▼は特性の立ち

上りを改善するためのものである｡立ち上りおよび1'/二ら下り相性の

温度影響がきわめて小さいため,安定なマ′しチバイブレータなどな

作ることができる｡

5.3 遅延要素の原理(6)

遅延要素の構成を第1る図(A)に,各端子の信一号波形せ弟l引図(B)

に示す｡この間の関係について説明する｡入力端丁･aに階段状竜山三

が加えられると,微分回路DFの出力端十ゐの信一～J一波形は微分され

たあ′のような波形となる｡これが飽和要素5で飽和すると同時に,

PFによF)正帰還がかかり,端二｣′･Cの[.i-[)はC'のようになるL,端

子dの信号はd′のような披形となる｡これがγJり-α′とANDされ

て,出力端子eには,入力信号が印加されてから遅延‖郡司T′′の後

に,出力信号〆を生ずる｡入力信号がなくなると,インヒビット

要素INHのゲートが閉じるので,出力は"0"となる｡同時に,

微分要 DFの中に蓄析された電荷を,短時間に放電する｡実際的

係が得ら な接続例を第17図に示す｡第】d図のTNHおよぴ5にほ差動形

論理要素を用いているので,後述すZ)エうに精度≠帝･∴ またIl押!!,

本形が示されるれ それらを観み合わせてご己 裾こ遅延時間が電渥(電ノ=l三の影響を受けか･､

25
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第18図 差軌形論理要素のノ.仁木t‖川名

立

5.4 差動形論理要素のまとめ

一般形に対応した,差動形論理要素を第占表にあけるレ

5.5 差動回路の葦聖論

EbersとMo11(7)によれは＼技湾亜トランi;スタのエミッタ電

′〟およびコレクタ′長流んほ一一組こ次のようにパきおj)すことがで

きる｡

ん=恥(三人■叫比-1)+α】2(三川(ごムー1)

∫r･▼二==--α21(三〟クβ上▼-1)-α22(三叫▼β--り

ここに 〝=
ヴ

廊r

コレクタ接合ホ掛蘭_一三状態では

〝cβン()

=′恥攣1
.イ23､J

であるので(22)ノじほ次のようになる

ん=和(三好〝β〟--1)-α12

ん=-α21(こr〃β′ノー1.)トα22

これらの

NOT

要 素

OR

斐 嘉

AND

要 素

記 憶

要 豪

避 妊

要 ホ

‥.(24)

係を,舞18図にホす差動l‖膵裾こ適用すると,沈γ昭･】

第7表 各 形 状

形
形
形
形

G

B

E

D

G 形

B 形

E 形

D 形

G 形

B 形

E 形

D 形

G 形

B 形

E 形

D 形

0.820%

0.820

5,80

0.820

0.820

0.820

5.80

0.82()

0.820

0.82〔)

5.80

0.820

().82()

0,820

5.80

10.0

% 100､82.7%

1 97.0

1……:≡
100､82,7

100

100

98.5

100-＼82.7

10〔1

1(川

!)R.5

5.83

【10.0

遅 延

97.3-Bl.7

97.()

97,り

92.5

時 間

2.75一′′S､2.65s

評

係をうるし

第43巻 第7一弓▲

ん･1二=811(三〝〃月gし1)-α12=ん1+ん1

ん1ニーα21(三相月gl¶1)+α22

∫方2=∂11(三〟〝βガ2-1トみ12=Jβ2+左▼2

ん2=-あ21(ニ忙〃βガ2-1)+み22

β1-ん1凡ゴ1=p即1一月〟

E2-∫β2鮎2=ぴβ〟2一旦月

旦r･一旦ダニ点上･(∫机+′g2)

E(-ニ∫〔▼2凡･

(25)式を解くと次の結果が得られる〔,

たたし C

=圭一(El一旦2)号(叫柑γ一札聞2)
圭一-(-ニ1鮎1ん町一-√さ2-ββ2∫(,削2)

=-㌶諾-･〔(1一帖監)

×(1-α2+莞卜諾㌫〕▼1
兄上｣‰1

‥(26)

(26月甘はHl力后一号の入力換算伯を表来L,その温度による変動ほ

次式により計算できる｡

(莞-)≒一三(葉上雛)
斤均｣れ明し J毎

rrl｣71り

たたL

...(27)

r26J式弟2,3項ほオフセットの人ノノ換算値をホし,(27)式ほそ

の混度変化によるドリフトを わしている｡

る･各形論理要素の性能の比較

磯形パイプブス形,エミッタ統合形,差励形などについてのモ

果ムよび--･部計節結果を舞7表に示す｡

理 要 素

%l16･3～8･35%
i30.0＼8.35

;49.0/-､-ノ24.0

15l.9～49.0

5L7～5,83

41.7～16.7

68.3～43.3

51.8ヘノ47.7

41.7､23.4

45,0～30.8

58.3＼38.3

51.3＼47.2

35.0＼7.08

50.0､18.4

57.5-､42.5

52.5､51.6

C=500PF～1,000.′′F,〟=0.1～

l,000k【ヱ,g〟=-0.3､-2.0V

38.3一､､′21.5

50.0､48.3

50.3～21.2

50.0､ノ47.1

50.3-＼33.5

51).0--33.5

50.0､47.5

50.0-､49.5

の 比 較

遅延時間の温度影響

n

r(t≦45)C

汗1.本~長の拙守にはトラノンスタ紺･′とのほらつきを含む.､

3.tlて｢I】ほ45'C以l二で利=が激減するので阻l丹心把は40r】C以下である｡

十7.5%以内

r(Ⅰ=50qC

験結

では人力単位后り･の大き

%

一41･6l

-25.0 -16.8

-1.34

j
-45.8

-41.6

-25.0

-4.67

-40.8

-33.3

-20.0

-4.08

---27.9

-25.0

【15.0

-0.90

-1.67

-16.8

-1.67

-29.3
-

0.45

3.0*

1
3.0

7.0

4.0

5.6*

5.6

50

60

5.8*

5.8

20

25

電 址 変 動 影 響

0

電 源 変 軌 士20%

2･G形ほ一般形,B形はハイアユ形,Eはユさック結合形,Dは差動形の略である｡

26-
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第19図 ト

さを1とし,OFF出プJfl軋 ON‖リノ仙.fゴよびスイ､ソチング開始滝

佗の温度変化を%で表わLてある二.この結果かじ),一般形ほONH-1

力値およぴスイッチング開始電圧例温度彬響が人きいので.1二某日

の論理要素としてば /こイフ'ス形およびェミ､ソタ糸.1i

形ほスイッチング開始電圧のんう■こ多少温度影響を受けるが,許容限

=抑勺に蓮)り,卜分マージンもとれるので一般的なl二葉川とLで丹l!
できるL-.差動形ほ特件の温度紗響ムよびトランジスタ鞘照ザり号/~~)

㌢酢響がきわめて小さいので､特に精度な要成されるとこノ'〕にイ川】

である;｡また温度補償笹竹憶すればより以卜(1けた)高精度にする

ことができる｡

トランジスタ.胤理要素の構造をあらわす†う':互■りト策19図に′Jミす-.

こ九ほバイアス形に属し,離縞-■名なトランジログと称すZト

7,績 言

トランジスタ論理要素はディジタル制御素イ･としてすく､､jtた∴-､(が

多いが,これを多数†抑使用した場合,論二叩励作を.洪らないことが必

要であるっ それゆえ要素の入出力特性についてれ流一安定戯作限舛を

ホL,諸種の変動忙対L安定な矧隼をも/)バイアス形,エミ､ソタ結

ス ク

特許弟260540号

特 許

レ

歳坑などにおけるも■f込機の一部に採川されるセンタチエンコンベ

ヤにおいては,従来プレートチェンにスクレーパを同定する場合,

スクレーバlのボス都1a にリンクプレート2およびジョイント3

をはめこみ,前記_一三者をこれに静合する締付ボルト,ナットにより

締付けて一体となし,これを連結ピン6を介してプレートチェソに

周若したジョイント7に連結している〕

この【上うな従来の装置でほ,締付ボ′しトの両得の柑1一与なる邪分A
(スクレー′雄司定部)に締付力,せん断ノノ,田=ザカなどが柴:~いするた

め,締付ボルトはA部分から破断することがJl三常に多い-.また,締

付ボルトの′卜径郡4aほスクレーバのボス邪に】設けたポ′しトイLll)

に静合するため,その孔の加l~二は`杏払でないたどの欠∴■1がある=ゝ

この発明ほその欠点を除くために リンクプレート2に腑邪2a

を設け,そのハ那をスクレーパのボス祁1aに設けたI11邪1cには

♂)こんでリンクプレートとボス部とをこの一箇所で甜合させ,また

締付ボルトの小径部4a とボス郡のボルト孔1b とのl~盲帥二適ノ丘の川

隙を有するようにしたものである一っ

この発明によれば,締付ボルトの小径部はせん晰ノノおよび州げ力

の作用を受けるおそれが全然なくただ締付力を受けるだけであるか

ら,締什ボルトのA部に:おける切断ほ牒‖二される｢また,ボス肝の

ボルりLと締付ボルトとを静合させる必要虻凍いから,その孔の加

工ほ容易となり製作費も安くなるっ (野 村)

867

合形_トゴよび差勅形の諭即要素を~ゝ一差案した.粕ここれらの洞慢による

変軌にノ′)いて酢軒畑中､,実験仲宣一般形のものと比悔して(も)げ

た_.その結私 -一一般形にほ`_長川上鮒ノ1(カ1い),バイ∵7ス7玖
エミ､ソ

タ糸.1言合形,ぷ励形ほともにト某日lとして美川しうる性能をもってい

る-.差動形は柑･こ,特性のドリフトか′｣､さいことを要求される場合

に適する.-ノ

以Lの詣理要素ほ,す~･?にけ三社機のディジタノし制御斐呈Jl■rてをほじ

め,怖々の制御慧誓跡こ多数胴使用L,良好な成純なおさ〟)ている(2-.′､

終りに臨ん紆姑ニ~附享ご徴収いただいた11､'パ甘作所1~1甘研ノ先所小

イ両部長,抑Il~1三什一升先F~l,=~i∫り-場来部長,仔津｢主.雄たに刃紺狛甘意宣

長す..

(1)11いIl∴イ沢

(2二)

rニー)

〔4)

(5)

(6)

(7)

小西,1う刷1

日川.許晰小
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